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生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
勤
労
控
除
の
基
礎
控
除
の
全
額
控
除
額
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 

「
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
勤
労
控
除
の
基
礎
控
除
の
全
額
控
除
額
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
以
下
「
答
弁

書
」
と
い
う
。
）
に
不
明
確
な
点
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

答
弁
書
で
は
、
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
に
お
け
る
平
均
工
賃
の
額
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
五
年
八
月

か
ら
一
万
五
千
円
に
増
額
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、
「
平
均
工
賃
の
額
等
」
の
「
等
」
の
具
体
的
に
指
し
示
す
範
囲
が
明
ら

か
で
な
い
た
め
、
こ
れ
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

答
弁
書
で
は
、
「
生
活
保
護
を
受
け
ず
に
働
い
て
い
る
低
所
得
者
と
の
公
平
性
の
観
点
等
か
ら
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
が
、
検
討
の
結
論
が
出
る
時
期
を
示
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
「
公
平
性
の
観
点
等
」
の
「
等
」
の
具
体
的
に
指

し
示
す
範
囲
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
こ
れ
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

答
弁
書
で
は
、
「
「
物
価
上
昇
率
や
賃
金
上
昇
率
及
び
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
引
上
げ
の
状
況
」
の
み
「
を
踏
ま
え
た
全

額
控
除
額
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
」
と
し
て
い
る
が
、
検
討
の
結
論
が
出
る
時
期
を
示
さ
れ
た

い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


